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う
ま
く
彫
れ
た
よ
小
さ
な
お
盆
f

休
み
子
ど
も
工

子
ど
も
達
に
手
作
り
の
楽
し

さ
、
物
の
大
切
中
、
呈
空
知
っ
て
も
ら

お
う
と
、
夏
休
み
の
期
間
中
A
-

B
コ
l
ス
に
分
か
れ
、
八
幡
公
民

館
で
、
子
ど
も
工
作
教
室
が
開
か

ーも担盟理耳

れ
ま
し
た
。

8
月
8
日
に
開
か
れ
た
教
室

は
、
木
彫
り
工
芸
。
参
加
し
た
引
人

の
子
ど
も
達
は
、
桂
会
木
彫
サ
ー

ク
ル
の
皆
さ
ん
の
手
ほ
ど
き
を
受

け
、
思
い
思
い
の
図

案
を
遷
ひ
ま
し
た
。

初
め
て
彫
刻
力
を
持

っ
た
子
、
慣
れ
た
手

つ
き
で
掘
り
続
げ
る

子
と
千
差
万
別
で
す

が
、
木
の
温
も
り
は

彫
る
手
か
ら
感
じ
た

よ
う
で
す
。
夏
休
み

の
宿
題
の
作
品
に
し

ち
ゃ
お
う
か
な
、
と

い
う
声
も
聞
と
え
、

出
来
栄
え
は
「ほ
ら
」

ご
覧
の
と
お
り
。

中
学
生
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八
潮
市
国
際
教
育
推
進
協

議
会
は
、

8
月
3
日
か
ら
9

日
ま
で
の
問
、
市
内
の
中
学

生
幻
人
と
引
率
教
員
3
人
を

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
派
遣
レ

ま
し
た
。
パ
l
レ
ン
ジ
ョ
イ

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
と
の
交
流
や

ホ
l
ム
ス
テ
イ
が
行
わ
れ
、

文
化
や
生
活
習
慣
の
違
い
に

戸
惑
い
な
が
ら
も
、
心
に
残

る
何
か
を
持
ち
帰
っ
た
よ
う

で
す
。

同
行
し
て

団
長

竹
下
日
出
男

文
化

・
風
俗
・
習
慣
等
全
て
の

面
で
異
な
る
南
半
球
の
地
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
、
市
内
中
学
生
幻
人

と
共
に
約
1
週
間
を
過
ご
す
と
と

が
で
き
ま
し
た
。
彼
ら
は
中
5
日

間
の
滞
在
中
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
人
々
と
は
勿
論
、
現
地
の
学
校

パ
l
レ
ン
ジ
ョ
イ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

の
生
徒
達
と
も
主
体
的
に
行
動

し
、
培
っ
た
語
学
力
を
存
分
に
生

か
し
て
交
流
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は
ま
さ
に
感
動
の
連
続
で
、

日
本
人
は
、
外
国
の
人
々
と
交
わ

ろ
う
と
す
る
と
と
が
不
得
手
で
あ

る
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
今
回
の
中

学
生
に
は
、

ζ
の
言
葉
は
全
く
当

て
は
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ゆ
か

4
田
市
政

ー
八
潮
の
河
川
と
親
水
コ

l
ス
ー

8
月
泊
目
、
残
暑
に
見
舞
わ
れ

た
炎
芙
下
の
中
、
勾
人
の
参
加
者

に
よ
る
第
4
田
市
政
見
学
会
か
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
コ
l
ス
は
、
綾
瀬
川
の

t、"

.叫ー

ヨ也，-

た
着
で
の
八
潮
音
頭
、
相
撲
や
書

道
等
の
日
本
文
化
も
立
派
な
英
語

で
紹
介
し
て
く
れ
た
の
で
す
か

ら。
そ
し
て
更
に
、

2
泊
3
日
の
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
か
ら
帰
っ
て
き
た
彼

ら
の
表
情
は
、
正
に
自
信
と
希
望

で
光
り
輝
い
て
お
り
ま
し
た
。
と

れ
は
、
互
い
に
心
の
交
流
を
図
り
、

人
々
の
善
意
を
肌
で
感
じ
自
ら
の

将
来
を
み
つ
め
た
証
で
も
あ
る
と

考
え
ま
す
。

ま
た
ゴ
ミ

一
つ
な
い
清
潔
感
に

貯
木
場
、
舟
か
ら
見
た
中
川
、
水

と
植
物
が
一
体
と
な
っ
た
せ
せ
ら

ぎ
遊
歩
道
、
工
業
用
水
を
供
給
し

て
い
る
柿
木
浄
水
場
な
ど
「
水
」

に
着
目
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

h
E

舟
を
使
つ
て
の
見

-v、
学
会
は
初
め
て
の
ζ

引

と
。
参
加
者
は
、
嵩

J
め
な
が
ら
舟
上
で

は
、
環
境
問
題
や
ボ

ふ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

J

ど
情
報
を
交
わ
し
て

い
ま
し
た
。

昔
か
ら
水
と
か
か

わ
っ
て
き
た
私
達
。

生
活
に
産
業
に
と
川

に
支
え
ら
れ
て
い
る

ζ
と
を
考
え
さ
せ
ら

れ
た
一
日
で
し
た
。

ー‘あ
ふ
れ
た
街
を
見
て
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
人
々
が
景
観
維
持
の
た

め
に
い
か
に
努
力
し
て
い
る
か
私

自
身
も
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
た
次

第
で
す
。
そ
レ
て
八
潮
市
民
か
一

丸
と
な
り
こ
の
こ
と
が
で
き
る
な

ら
ば
、
ど
ん
な
に
か
き
れ
い
な
八

潮
に
な
る
だ
ろ
う
一
と
思
っ
た
も
の

で
す
。

ζ
の
思
い
は
今
回
の
中
学

生
諸
君
も
同
様
で
す
か
ら
、
き
っ

と
そ
ん
な
ま
ち
づ
く
り
に
努
力
し

て
く
れ
る
と
確
信
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て

く
だ
さ
っ
た
関
係
各
位
に
対
し
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ず

国|

水

設

工

の
安
全
を
願
っ
て
l

八
潮
市
南
部
配
水
揚
築
造
工
事

の
安
全
祈
願
祭
が
8
月
お
目
、
藤

波
市
長
は
じ
め
、
関
係
者
辺
人
が

参
列
し
て
建
築
場
所
の
古
新
田
3

5

8

1
番
地
内
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
本
市
の
上
水
道
事
業
は
、
昭

和
泊
年
の
簡
易
水
道
時
代
か
ら
今

年
で
お
年
固
を
迎
え
ま
す
。
そ
の

問
、
第
一
期
か
ら
第
三
期
拡
張
事

業
ま
で
行
わ
れ
、
施
設
の
充
実
が

図
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
市
の
南
部

を
通
過
ル
l
ト
と
す

る
常
磐
新
線
の
具
体

化
や
幹
線
道
路
網
の

整
備
も
進
み
、
人
口

の
増
加
が
見
込
ま

れ
、
安
定
し
た
給
水

を
確
保
す
る
た
め
、

第
四
期
鉱
張
事
業
の

一
環
と
し
て
工
事
を

着
工
レ
ま
し
た
。
完

成
は
、
平
成
7
年

3

月
の
予
定
で
す
。

... ，ーιr
チ
ャ
リ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

雲
仙
普
賢
岳

・
北
海
道
南
西
沖

地
震
災
害
救
済
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
マ

ラ
ソ
ン
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
が
、

8
月
お
日
午
後
日
時
か
ら
翌
お
日

午
後
2
時
ま
で
の
却
時
間
に
渡
り

八
潮
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
レ
た
。

前
日
の
台
風
日
号
に
よ
り
大
会
開

催
も
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
主
催

者
(
セ
イ
ル
、
八
潮
市
青
少
年
相

談
員
協
議
会
、
八
潮
ロ
l
タ
l
ア

ク
ト
ク
ラ
ブ
)
の
努

L

力
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
も

一

整
備
さ
れ
、
無
事
プ

-
民

一
レ
イ
ボ
l
ル
。
延
べ

i

8
0
0人
が
参
加
し

偶
数
年
生
ま
れ
と
奇

数
年
生
ま
れ
に
分
か

れ
て
1
1
8
イ
ニ
ン

h

ク
を
戦
い
ま
し
た
。

な
お
、
偶
数
チ
ー

ム
が
1
8
8対
1
8

J
4
で
勝
利
を
お
さ
め

ム
募
金
総
額
は
お
万

7

千
幻
円
で
し
た
。
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床
上
床
下

|
台
風
刊
号
被
害
|

3
件
、
道
路
冠
水
鉛
カ
所
に
も
の

ぼ
り
ま
レ
た
。
市
で
は
、
台
風
の

接
近
に
と
も
な
い
幻
日
午
前

9

時
、
「
災
害
対
策
本
部
」
を
殻
置
し

情
報
収
集
活
動
に
入
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
対
策
本
部

に
救
援
要
請
が
続
々

と
寄
せ
ら
れ
た
た

め
、
土
の
う
積
み
や

ポ
ン
プ
の
設
置
、
交

通
整
理
な
ど
の
救
援

活
動
を
行
い
ま
レ

備
え
あ
れ
ば
憂
い

な
し
|
。
市
民
の
皆

さ
ん
も
今
後
の
台
風

情
報
に
は
、
十
分
注

意
す
る
よ
v

つ
心
掛
け

て
く
だ
さ
い
。

約8
月
幻
日
に
上
陸
し
た
台
風
日

号
は
、
市
内
に
も
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
し
、
市
に
8
月
幻
臼
ま
で

に
報
告
さ
れ
た
被
害
状
況
は
床
上

浸
水
2
0
1件
、
床
下
浸
水
8
3

か
ら
叩
年
|

年
に
あ
た
り
、
家
屋
の
倒
壊
や
火

災
な
ど
生
活
に
直
接
的
な
被
害
を

与
え
る
地
震
を
、
発
生
の
仕
組
み

か
ら
災
害
の
歴
史
に
か
か
わ
る
諸

資
制
を
展
示
す
る
中
で
、
市
民
の

一
皆
さ
ん
に
防
災
意
識

一
を
高
め
て
も
ら
お
う

一
と
企
画
さ
れ
た
も
の

一
で
す
。会
場
に
は
、
地
震

発
生
に
関
す
る
図
解

パ
ネ
ル
や
江
戸
時
代

…
の
舵
掛
か
ほ
か
、
関

東
大
震
災
当
時
の
貫

』
重
な
写
真
な
ど
多
数

r

展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
な
お
、
同
展
は

U
月
お
固
ま
で
開
催

し
て
い
ま
す
。

8
月
明
記
日
か
ら
資
料
館
で
、
第

8
由
(
生
涯
学
習
)
企
画
展
「
地

震
資
料
展
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
年
は
大
正
ロ
年
9
月
l
日

に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
の
初
周
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